
日
本
語
の
音
声
学
的
な
記
述
が
こ
こ
数
年
来
の
新
た
な
中
学
一
年
生

の
教
科
書
に
記
述
さ
れ
だ
し
た
。
中
学
校
の
検
定
教
科
書
五
社
の
う
ち
、

三
社
に
日
本
語
の
音
声
、
音
節
等
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
語

に
つ
い
て
の
知
見
を
与
え
、
言
葉
に
興
味
関
心
を
持
た
せ
る
点
で
歓
迎

す
べ
き
傾
向
で
あ
る
。
今
回
、
大
学
三
年
生
の
教
育
実
習
に
お
い
て
、

あ
る
教
科
書
の
日
本
語
の
音
声
の
単
元
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
を

見
て
い
て
、
教
科
書
の
説
明
と
日
本
語
学
で
説
明
し
て
い
る
事
に
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
早
速
、
実
習
校
の
指
導
の
先
生
と
も
相

談
し
て
み
た
ら
、
ど
の
教
科
書
も
同
じ
説
明
で
、
日
本
語
学
の
説
明
と

は
違
っ
て
い
た
。
教
科
書
の
説
明
は
、
中
学
一
年
生
に
指
導
す
る
点
で

簡
略
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
中
に
は
間
違
っ
た
内
容

一
問
題
の
在
処

中
学
校
一
年
生
教
科
書
に
お
け
る

「
音
節
」
の
項
目
に
つ
い
て

を
含
ん
だ
問
題
を
解
か
せ
て
い
る
の
で
、
中
学
生
も
釈
然
と
し
な
い
印

象
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
教
科
書
教
材
に
お
け
る
音
声
・
音
節
等
を
取
り

上
げ
、
そ
の
問
題
点
と
対
応
策
を
述
べ
る
。

一
の
１
Ａ
社
日
本
語
の
探
検
－
１
「
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
」

表
一
は
、
Ａ
社
の
教
科
書
の
音
声
関
係
の
単
元
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
内
容
で
あ
る
。
表
一
の
（
）
内
は
、
そ
の
言
葉
は
出
て
こ
な
い

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
も
の
、
【
】
内
は
、
そ
れ
に
つ

中
一
教
科
書
に
お
け
る
音
声
関
係
の
単
元
の
説
明
に
つ
い
て
、
三
つ

の
教
科
書
の
項
目
を
見
て
み
よ
う
。

一
中
一
教
科
書
の
音
声
の
単
元
に
お
け
る
「
音
節
」
に

つ
い
て

堀
畑
正
臣

－82－



表
一
Ａ
社
日
本
語
の
探
検
１
１
「
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
」

い
て
の
説
明
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

Ａ
社
の
教
科
書
で
は
、
「
音
声
の
働
き
や
仕
組
み
」
と
い
う
単
元
（
型

～
妬
頁
）
を
設
定
し
、
そ
の
中
で
は
じ
め
に
「
音
声
の
働
き
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

●
音
声
の
働
き

人
が
言
葉
を
伝
え
合
う
と
き
に
使
う
音
を
、
音
声
と
い
う
。
音

声
の
最
も
重
要
な
働
き
は
、
語
や
文
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。

き
る
。
こ
れ
ら
を
ロ
ー
マ
字
で
表
す
と
、
［
冨
溜
嵐
／
冨
冨
底
／

Ｉ
例
え
ば
、
「
は
が
き
」
と
い
う
語
か
ら
、
一
部
の
音
声
を
変
え
る
と
、

「
は
が
き
↓
は
た
き
↓
か
た
き
」
の
よ
う
に
全
く
違
っ
た
語
が
で

違
い
に
基
づ
く
こ
と
が
分
か
る
。

し
い
ん

［
９
．
ｔ
．
ｈ
・
ｋ
］
な
ど
を
子
音
、
［
ａ
．
ｉ
・
ｕ
．
ｅ
・
Ｏ
］

ぼ
い
ん

を
母
音
と
い
う
。
子
音
と
母
音
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
語
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
母
音
の
数
は
五
個
、
子

音
は
十
数
個
と
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

何
万
、
何
十
万
と
い
う
語
を
区
別
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
Ａ
教
科
書
、
２
４
頁
上
４
行
～
１
５
行
）

傍
線
部
で
は
、
「
音
素
」
と
い
う
語
は
使
用
し
な
い
が
、
「
音
素
」
の

内
容
を
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
子
音
と
母
音
を
説
明

し
て
い
る
。

●
音
声
を
作
り
出
す
仕
組
みは

音
声
は
主
に
肺
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
空
気
の
流
れ
に
よ
っ
て
作

の
ど

く
ち
び
る

ら
れ
る
。
そ
の
空
気
を
、
喉
（
声
帯
）
、
舌
・
唇
な
ど
で
調
節
し

な
が
ら
、
口
ま
た
は
鼻
か
ら
出
す
こ
と
で
、
音
の
違
い
を
生
み
出

し
て
い
る
。

さ
ま
た

母
音
は
、
空
気
の
流
れ
を
あ
ま
り
妨
げ
る
こ
と
な
く
出
す
音
で
、

遠
く
ま
で
よ
く
聞
こ
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
子
音
は
、
舌
や
唇
で

せ
ば

空
気
の
通
り
道
を
狭
め
た
り
閉
じ
た
り
し
て
出
す
音
で
、
母
音
に

比
べ
る
と
聞
こ
え
に
く
い
。

し
ん
ど
う

ま
た
、
声
帯
を
振
動
さ
せ
る
か
ど
う
か
で
も
、
音
の
種
類
に
違

い
が
生
ま
れ
る
。
声
帯
が
振
動
し
て
出
る
音
に
は
［
ｇ
・
Ｚ
．
ｄ
］

ｌ
冨
冨
底
］
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
が
、
［
ｇ
／
ｔ
／
ｈ
／
ｋ
］
の

も
と
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ア
ク
セ
ン
ト

イ
ン
ト
、
不
－
シ
ョ
ン

音
節

音
声
を
作
り
出
す
仕
組
み

音
声
の
働
き

項
目

ア
ク
セ
ン
ト

イ
ン
ト
・
不
－
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス

音
節
、
【
拍
】
、
促
音
・
擬
音
・

長
音
（
特
殊
音
素
）
、
勧
音

（
音
声
器
官
・
発
声
の
仕
組
み
）

（
有
声
・
無
声
）
、
【
濁
音
】

（
音
素
）
、
子
音
、
母
音

事
項



●
音
節音

節
と
は
発
音
の
単
位
で
あ
り
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
音
と
し
て

と
ら捉

え
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
日
本
語
の
場
合
、
音
節
は
、
子
音
一

つ
と
母
音
一
つ
の
組
み
合
わ
せ
、
ま
た
は
母
音
一
つ
で
作
ら
れ
る

の
が
基
本
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
「
あ
・
か
・
さ
・
た
・
な
」
な

か
な

ど
の
仮
名
文
字
一
つ
で
表
さ
れ
る
。
和
歌
や
俳
句
で
、
五
音
・
七

音
な
ど
と
数
え
る
場
合
も
、
こ
の
音
節
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
。

ほ
か

「
あ
・
か
・
さ
・
た
・
な
」
な
ど
の
基
本
の
音
節
の
他
に
も
、
次

の
よ
う
な
音
節
が
あ
る
。

な
ど
が
あ
り
、
振
動
し
な
い
で
出
る
音
に
は
［
ｋ
・
Ｓ
．
ｔ
］
な

ど
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
が
・
ざ
・
だ
」
と
「
か
・
さ
・
た
」
の
違

い
は
、
声
帯
を
振
動
さ
せ
て
い
る
か
ど
う
か
の
違
い
で
あ
る
。

そ
く
お
ん

促
音
…
…

は
っ
お
ん

撰
音
…
…

長
音
…
…

よ
う
お
ん

鋤
音
…
…

Ｐ
此
立
白
・
観
睡
立
日
・
巨
灰
立
日
叫
畔
、
琴
尤
立
同

「
つ
」

「
ん
」

「
ぼ
う
し
」
「
こ
お
り
」
「
ノ
ー
ト
」
な
ど

「
き
ゃ
」
「
じ
ゃ
」
「
ぴ
ゃ
」
な
ど

る
。
批
音
は
、
「
き
ゃ
」
な
ど
二
文
字
で
表
さ
れ
る
が
、
長
さ
は

「
あ
」
な
ど
と
同
じ
な
の
で
、
一
つ
の
音
節
と
見
な
さ
れ
る
。

（
Ａ
教
科
書
、
劉
頁
上
旭
行
～
妬
頁
上
皿
行
。
波
線
は
私
に
付
し

た
。
）

こ
の
後
の
、
●
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
●
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は

省
略
す
る
。

一
の
２
Ｂ
社
言
葉
の
研
究
室
②
「
日
本
語
の
音
声
」

表
二
は
Ｂ
社
の
音
声
関
係
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
社
は

「
」
日
本
語
の
音
声
」
と
い
う
単
元
を
（
１
９
８
～
２
０
１
頁
）
設

定
し
、
日
本
語
の
音
声
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
（
）
内
と

【
】
内
に
つ
い
て
は
、
表
一
と
同
じ
で
あ
る
。

表
二
Ｂ
社
言
葉
の
研
究
室
②
「
日
本
語
の
音
声
」
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イ
ン
ト
、
不
－
シ
ョ
ン

ア
ク
セ
ン
ト

五
十
音
図

（
音
声
を
作
り
出
す
仕
組

み
） （

音
声
の
働
き
）

項

目

イ
ン
ト
、
不
－
シ
ョ
ン
、
（
プ
ロ
ミ
・
不
ン
ス
）

ア
ク
セ
ン
ト

音
節
、
【
拍
】
、
濁
音
、
半
濁
音
、
鋤
音
、
促

音
・
擬
音
・
長
音
（
特
殊
音
素
）
、
濁
音
と

清
音
、
（
音
声
器
官
・
発
声
の
仕
組
み
）

（
言
語
記
号
の
窓
意
性
）
、
（
音
素
）
、
子
音
、

母
音
、
音
節
、
（
有
声
・
無
声
）
、
一
濁
音
】

事
項



お
ん

単
語
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
音
と
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
「
鳥
」
と
い
う
単
語
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
一
定
の
音
と

い
う
の
は
「
ト
」
「
リ
」
と
い
う
音
が
こ
の
順
序
で
並
ん
で
い
る

こ
と
を
い
い
、
一
定
の
意
味
と
い
う
の
は
、
「
つ
ば
さ
を
も
ち
、
体

う
も
う

ふ
つ
○
つ

全
体
に
羽
毛
が
生
え
て
い
て
、
普
通
、
空
を
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
る

動
物
」
と
い
っ
た
内
容
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
ト
リ
」
と
い
う
音
が
実
際
の
姿
か
た
ち
や
鳴
き
声

な
ど
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
で
は
、
鳥
の

こ
と
を
「
バ
ー
ド
」
と
い
い
ま
す
が
、
「
バ
ー
ド
」
も
音
そ
の
も

の
が
実
際
の
鳥
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳥
を
表

す
た
め
に
は
必
ず
「
ト
リ
」
と
か
「
バ
ー
ド
」
と
い
う
音
で
表
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
な
く
、
た
ま
た
ま
日
本
語
で

は
「
ト
リ
」
、
英
語
で
は
「
バ
ー
ド
」
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
音
は
ど
う
や
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

口
の
中
の
動
き
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
注
意
し
な
が
ら
、
「
力
・

キ
・
ク
・
ヶ
．
．
」
と
声
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
五
つ

の
音
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
、
舌
の
中
ほ
ど
の
部
分
が

あ
ご
さ
わ

上
顎
に
触
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
「
力
・
キ
・
ク
・
ケ
．
．
」
を
「
カ
ー
・
キ
ー
・

の

ク
ー
・
ケ
ー
・
コ
ー
」
の
よ
う
に
長
く
伸
ば
し
て
発
音
し
て
み
て

【
五
十
音
図
】
（
表
は
省
略
）

日
本
語
の
音
節
は
、
五
十
音
図
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（
清
音

ほ
か

と
い
う
）
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

だ
く

①
濁
音
…
「
ガ
」
「
ブ
」
な
ど
。

②
半
濁
音
．
：
「
パ
」
「
プ
」
な
ど
。

よ
う

③
勧
音
．
：
「
キ
ャ
」
「
ジ
ュ
」
な
ど
。

そ
く

④
促
音
．
：
「
シ
」
。

く
だ
さ
い
。
長
く
伸
ば
し
た
音
は
、
「
ア
ー
・
イ
ー
・
ウ
ー
・

エ
ー
・
オ
ー
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
は
ず
で
す
。

「
力
」
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
舌
が
上
顎
に
つ
い
て
い
る
こ
と

で
出
た
音
と
、
「
ア
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
音
の
組
み
合
わ
せ
で
、

「
力
」
の
音
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
最
初
の
部
分

し
い
ん
ぼ
い
ん

の
音
を
子
音
と
い
い
、
あ
と
の
部
分
の
音
を
母
音
と
い
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
字
で
は
「
地
」
と
書
き
ま
す
が
、
「
ｋ
」
が
子
音
で
「
ａ
」

が
母
音
で
す
。

仮
名
一
字
で
表
さ
れ
る
音
の
ほ
と
ん
ど
は
、
子
音
と
母
音
の
組

み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
音
節
と
い
い
ま
す
。
私
た

ち
が
、
音
を
聞
く
と
き
、
音
節
と
し
て
聞
き
取
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
子
音
だ
け
を
取
り
出
し
て
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。
音
節
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
基
本
的
な
単
位
だ
と

い
え
ま
す
。
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は
つ

⑤
擬
音
：
．
「
ン
」
。

⑥
長
音
…
「
－
」
。

ま
た
、
日
本
語
の
音
節
が
「
子
音
十
母
音
」
で
で
き
て
い
る
の

ち
よ
う
せ
ん

に
対
し
、
英
語
や
朝
鮮
語
な
ど
で
は
、
音
節
は
、
「
子
音
十
母
音

か
か

＋
子
音
」
が
基
本
的
な
栂
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
に
掲
げ
た
五

十
音
図
（
こ
こ
で
は
省
略
し
た
）
で
は
、
同
じ
横
の
段
に
並
ん
で

い
る
音
は
同
じ
母
音
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
縦
の
段
は
、
子
音

が
同
じ
か
似
た
よ
う
な
音
で
す
。
で
す
か
ら
、
五
十
音
図
は
、
日

本
語
の
音
節
を
規
則
的
に
並
べ
た
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

五
十
音
図
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

五
十
音
図
の
い
ち
ば
ん
上
の
段
の
音
を
、
「
ァ
」
か
ら
順
番
に

読
ん
で
い
く
と
、
「
ア
・
力
・
サ
・
タ
・
ナ
・
ハ
・
マ
・
ャ
・
ラ
・

ワ
」
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
、
子
音
が
ど
の
よ
う
に
発
音

さ
れ
る
か
、
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
力
」
の
子
音
は
、
舌
を
上
の
図
の
「
力
」
の
位
置
（
図
は
略

す
－
硬
口
蓋
の
奥
の
位
置
の
こ
と
Ｉ
私
注
）
に
つ
け
て
発
音
し
ま

す
。
他
の
音
も
、
発
音
す
る
際
、
舌
が
い
ち
ば
ん
近
づ
く
と
こ
ろ

を
図
に
示
し
ま
し
た
（
サ
、
ザ
、
タ
、
ダ
、
ナ
が
歯
茎
の
位
置
、

マ
、
パ
、
（
が
唇
の
上
下
の
位
置
ｌ
私
注
）
。
「
マ
」
の
子
音
は
舌

が
動
い
て
い
な
く
て
、
唇
（
く
ち
び
る
）
ど
う
し
が
く
っ
つ
い
て

い
ま
す
。

Ｃ
社
の
場
合
は
、
田
で
「
次
に
あ
げ
た
短
い
文
に
共
通
す
る
点
は
な

ん
だ
ろ
う
か
。
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。
」
と
し
て
、
①
現
代
の

標
語
、
②
江
戸
川
柳
、
③
都
々
逸
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
「
日
本
語
の
音

節
」
、
「
五
十
音
図
の
し
く
み
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

表
三
Ｃ
社
言
葉
の
研
究
室
②
「
日
本
譜
の
音
声
」

一
の
３
Ｃ
社
「
音
声
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
」

Ｃ
社
は
「
音
声
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
」
と
い
う
単
元
（
１
２
０
～

１
２
１
頁
）
を
設
定
し
て
日
本
語
の
音
声
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

表
三
は
Ｃ
社
の
「
音
声
の
し
く
み
と
は
た
ら
き
」
の
事
項
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
「
力
」
か
ら
「
マ
」
ま
で
、
舌
の
位
置

が
、
五
十
音
図
の
順
に
し
だ
い
に
前
の
ほ
う
に
な
っ
て
い
く
の
が

わ
か
り
ま
す
。
（
Ｂ
社
１
９
８
頁
～
２
０
０
頁
上
４
行
）

濁
音
と
ア
ク
セ
ン
ト
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
省
略
す
る
。
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や
っ
て
み
よ
う

五
十
音
図
の
仕
組
み

日
本
語
の
音
節

項
目

音
節
、
子
音
、
母
音
、
外
来
語
の
音
節

子
音
、
母
音
、
濁
音
、
半
濁
音
、
勤
音
、
促

音
・
擬
音
・
長
音
（
特
殊
音
素
）
、
外
来
語

の
音
節

音
節
、
【
拍
】
、
（
音
素
）

事
項



こ
の
「
指
を
折
っ
て
数
え
ら
れ
る
音
」
の
一
つ
一
つ
を
音
節
と

い
い
ま
す
（
波
線
は
私
に
付
し
た
）
。
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言

葉
は
、
「
リ
」
「
サ
」
「
イ
」
「
ク
」
「
ル
」
と
い
う
五
つ
の
音
節
か
ら

で
き
て
い
ま
す
。

い
つ
参
り

音
節
の
数
は
だ
い
た
い
、
か
な
文
字
の
字
数
と
一
致
し
ま
す
。

一
致
し
な
い
の
は
、
「
ど
り
よ
く
（
努
力
）
」
の
よ
う
に
、
小
さ
い

ふ
く

「
や
」
「
ゅ
」
「
よ
」
を
含
ん
で
い
る
言
葉
の
場
合
で
す
。

五
音
や
七
音
の
言
葉
の
構
成
は
、
響
き
の
よ
い
日
本
語
の
リ
ズ

ム
を
生
み
出
し
ま
す
。
伝
統
的
な
短
歌
や
俳
句
は
、
基
本
は
五
音

と
七
音
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
川
柳
、

し
ょ
み
ん

都
々
逸
の
よ
う
な
庶
民
的
な
文
化
や
標
語
の
よ
う
な
日
常
の
言
葉

に
ま
で
、
日
本
語
の
リ
ズ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
音
節

田
に
あ
げ
た
短
い
文
は
、
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
と
、
全
て

こ
こ
ち
ひ
び

と
て
も
調
子
が
よ
く
、
心
地
よ
い
響
き
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
指

を
折
っ
て
一
言
葉
の
音
数
を
数
え
て
み
る
と
、

１
５
ｊ
ｌ
７
ｊ
１
５
ｊ

リ
サ
イ
ク
ル
未
来
の
た
め
の
努
力
で
す

の
よ
う
に
五
音
と
七
音
（
又
は
八
音
）
の
ま
と
ま
り
か
ら
で
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

五
十
音
図
の
し
く
み

例
え
ば
「
ま
が
り
か
ど
」
を
ロ
ー
マ
字
で
書
く
と
、

ａ
ａ
◇
１
ａ
Ｏ

ｍ
垂
呂
ｒ
‐
Ｋ
９
ｑ

（
ま
が
り
か
ど
）

ぼ
い
ん

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
節
は
、
ａ
．
ｉ
・
ｕ
・
ｅ
．
Ｏ
の
母
音

し
い
ん

と
、
そ
れ
以
外
の
子
音
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ア
行
の

音
節
は
、
母
音
だ
け
で
表
し
ま
す
。

五
十
音
図
は
、
日
本
語
の
音
節
を
整
理
し
、
母
音
ご
と
、
子
音

ご
と
に
か
な
を
規
則
的
に
表
に
並
べ
た
も
の
で
す
。
五
十
音
図
の

縦
の
列
（
行
）
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
同
じ
子
音
が

並
ん
で
い
ま
す
。
横
の
列
（
段
）
に
は
同
じ
母
音
が
並
ん
で
い
ま

す
。

五
十
音
図
の
ァ
行
か
ら
ワ
行
ま
で
の
基
本
的
な
音
節
の
他
に
、

次
の
よ
う
な
音
節
が
あ
り
ま
す
。

だ
く
お
ん

濁
音
（
ガ
・
ザ
・
ダ
・
バ
行
）

は
ん
だ
く
お
ん

半
濁
音
（
バ
行
）

よ
う
お
ん

鋤
音
（
キ
ャ
・
シ
ャ
・
チ
ャ
・
ニ
ャ
・
ヒ
ャ
・
ミ
ヤ
・
リ
ャ
・

ギ
ヤ
・
ジ
ャ
・
ヂ
ャ
・
ビ
ヤ
な
ど
）

は
っ
お
ん

擬
音
（
は
ね
る
音
。
「
ン
」
と
書
く
。
）

そ
く
お
ん

促
音
（
つ
ま
る
音
。
「
シ
」
と
書
く
。
）

長
音
（
の
ば
す
音
。
「
ウ
」
「
オ
」
な
ど
と
発
音
し
、
か
た
か
な

で
は
「
－
」
と
書
く
。
空
気
（
ク
ー
キ
）
、
扇
（
オ
ー
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ギ
）
な
ど
）

ま
た
、
外
来
語
な
ど
に
は
、
「
シ
ェ
」
「
フ
ァ
」
「
テ
ィ
」
な
ど
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
音
節
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
（
や
っ
て
み
よ
う
）
と
い
う
課
題
の
１
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
問
題
点
が
含
ま
れ
る
。

（
や
っ
て
み
よ
う
）

い
り
く

１
次
の
語
は
幾
つ
の
音
節
か
ら
で
き
て
い
る
か
、
数
え
よ
う
。

ま
た
、
ロ
ー
マ
字
で
書
い
て
、
子
音
と
母
音
に
分
け
て
み
よ
う
。

①
車
②
ラ
ン
ド
セ
ル
③
地
球
④
雨
や
ど
り

⑤
文
明
開
化
⑥
愛
着
（
Ｃ
社
１
２
０
頁
～
１
２
１
頁
）

日
本
語
学
（
『
改
訂
版
日
本
語
要
説
」
「
第
五
章
現
代
語
の
音
声

学
・
音
韻
論
」
土
岐
哲
担
当
、
ひ
つ
じ
書
房
、
二
○
○
九
年
）
で
は
、

ま
ず
音
声
と
音
素
を
わ
け
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ン
ト
素
を
加
え
、
音
韻
は

「
音
素
と
ア
ク
セ
ン
ト
素
」
と
す
る
（
「
同
書
」
１
１
９
頁
）
。
音
声
は

具
体
的
な
音
で
あ
り
、
音
素
は
抽
象
的
な
も
の
で
意
味
の
識
別
に
関
与

す
る
も
の
で
あ
る
。
中
学
校
一
年
生
の
教
科
書
に
そ
こ
ま
で
専
門
的
な

記
述
は
求
め
な
い
が
、
問
題
は
そ
の
先
に
あ
る
。
日
本
語
学
で
は
音
素

の
種
類
に
次
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
佐
伯
哲
夫
・
山
内
洋
一
郎
編

「
国
語
概
説
」
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
初
版
）
よ
り
示
す
。

二
音
節
の
記
述
の
問
題
点

①
母
音
音
一
系
ｌ
御
〃
伽
個
佃

②
半
母
音
音
一
系
ｌ
〃
岬

③
子
音
音
幸
辛
ｌ
〃
伽
卿
伽
似
御
岬
川
伽

Ｉ
ｊ
Ｉ
／
Ｉ
／

加
心
わ
ん
伽
だ

④
特
殊
音
素
Ｉ
Ｎ
ｑ
卿

（
佐
伯
哲
夫
・
山
内
洋
一
郎
編
「
国
語
概
説
』
肥
頁
）

「
改
訂
版
日
本
語
要
説
」
（
「
第
五
章
現
代
語
の
音
声
学
・
音
韻

論
」
）
の
「
音
節
」
の
説
明
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

日
本
語
で
［
厨
日
丙
日
の
］
（
机
）
と
い
っ
た
場
合
、
日
本
語
母
語

話
者
は
言
昏
］
と
房
日
］
の
直
後
に
切
れ
目
を
認
め
、
全
体
と

し
て
三
つ
に
区
切
っ
て
発
音
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
英
語
で
［
ご
喝
］
（
陣
侭
の
門
）
と
い
っ
た
場
合
、

英
語
母
語
話
者
は
［
昼
‐
］
の
直
後
だ
け
に
切
れ
目
を
認
め
、
全

体
と
し
て
二
つ
に
区
切
っ
て
発
音
す
る
。
ま
た
、
双
方
共
に
そ
れ

以
上
短
く
区
切
っ
て
発
音
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
直
前
に
切
れ
目
が
あ
っ
て
、
ひ
と
か
た
ま

り
と
し
て
発
音
さ
れ
る
最
小
の
単
音
連
続
（
ま
た
は
、
「
机
」
の

［
の
］
の
よ
う
な
単
独
の
母
音
）
を
「
音
節
」
（
“
芭
画
こ
の
）
と
い
う
。

（
中
略
）

音
節
は
ま
た
、
母
音
で
終
わ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
も
分
類
さ

れ
る
。
上
記
の
例
で
い
え
ば
［
房
砕
，
］
房
日
‐
］
［
の
］
な
ど
は
「
開

音
節
（
名
の
画
、
達
也
匡
の
）
」
、
［
ご
］
は
「
閉
音
節
（
巳
。
、
＆
望
冒
匡
の
こ
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で
あ
る
。

日
本
語
の
音
節
を
考
え
る
場
合
、
上
記
の
よ
う
に
単
音
連
続
を

調
音
法
に
よ
る
音
色
な
ど
の
「
聞
こ
え
」
を
中
心
と
し
た
観
点
か

ら
区
切
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
「
音
節
」
と
い
う
単
位
と
は
別

に
、
単
音
連
続
を
「
音
数
律
的
な
観
点
か
ら
区
切
っ
て
得
ら
れ
る

時
間
的
単
位
（
村
崎
氏
ら
ｇ
）
」
と
し
て
、
観
念
的
な
（
頭
で
は
そ

の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の
通
り
に
実
現
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
）
「
拍
」
あ
る
い
は
「
モ
ー
ラ
」
と
い
う
単
位
が
あ
る
。

こ
の
拍
あ
る
い
は
モ
ー
ラ
の
単
位
で
は
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に

「
擬
音
（
は
ね
る
音
）
」
や
「
促
音
（
つ
ま
る
音
）
」
そ
れ
自
体
が

一
つ
の
拍
あ
る
い
は
モ
ー
ラ
と
認
め
ら
れ
る
。

（
『
改
訂
版
日
本
語
要
説
」
１
３
９
～
１
４
１
頁
）

つ
ま
り
、
特
殊
音
素
（
も
し
く
は
特
殊
拍
）
と
し
て
、
「
擬
音
（
は
ね

る
音
）
Ｎ
」
「
促
音
（
つ
ま
る
音
）
Ｑ
」
「
長
音
（
引
き
音
）
Ｒ
」
「
短
母

音
ｉ
」
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
短
母
音
ｉ
」
は
［
且
［
ｇ
］

［
且
］
の
第
２
音
ｉ
に
該
当
す
る
。
「
恋
冒
‐
こ
と
「
鯉
冒
匡
や
「
老

い
。
‐
こ
と
「
甥
ｇ
」
の
発
音
で
の
母
音
ｉ
の
長
さ
の
違
い
を
区
別
す
る

も
の
で
あ
る
。
後
者
の
「
鯉
冒
匡
「
甥
ｇ
」
の
ｉ
が
「
短
母
音
ｉ
」
で

あ
る
。「

母
音
Ｖ
＋
特
殊
拍
（
Ｎ
、
Ｑ
、
Ｒ
、
Ｖ
）
」
の
「
オ
ン
、
オ
ッ
、
オ
ー
、

オ
イ
」
は
音
節
で
は
各
１
音
節
で
拍
数
と
し
て
は
２
拍
と
な
る
。

（
「
改
訂
版
日
本
語
要
説
」
「
第
五
章
現
代
語
の
音
声
学
・
音
韻
論
」

こ
う
し
て
音
節
と
拍
の
区
別
を
し
な
い
ま
ま
、
授
業
を
行
う
と
混
乱

が
生
じ
て
く
る
。
例
え
ば
、
「
漢
文
」
（
か
ん
ぷ
ん
）
は
、
「
音
節
」

（
の
達
画
堅
の
）
の
場
合
は
、
［
冨
冒
．
９
国
］
で
２
音
節
と
な
る
が
、
拍
の

場
合
は
胃
巴
目
三
戸
一
口
』
今
丙
里
ｚ
テ
ロ
へ
ｚ
二
で
４
拍
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。

あ
る
教
科
書
が
問
題
に
出
し
て
い
る
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
や
「
文
明
開

化
」
は
特
殊
音
素
（
特
殊
拍
）
を
含
ん
で
い
る
の
で
問
題
に
な
る
。
勿

論
、
音
節
と
拍
の
違
い
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
区
別
し
て
い
る
の
な
ら

問
題
は
な
い
が
、
区
別
し
な
い
ま
ま
試
験
問
題
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
ら

や
っ
か
い
で
あ
る
。

以
下
い
く
つ
か
例
を
示
す
。

①
鯉
「
こ
い
」
は
１
音
節
で
、
２
拍

②
恋
「
こ
い
」
は
２
音
節
で
、
２
拍

③
新
聞
紙
「
し
ん
ぶ
ん
し
」
は
、
音
節
で
は
「
し
ん
／
ぶ
ん
／

し
」
で
３
音
節
、
拍
で
は
「
し
／
ん
／
ぶ
／
ん
／
し
」
で
５
拍

④
骨
董
品
「
こ
つ
と
う
ひ
ん
」
は
、
音
節
で
は
「
こ
つ
／
と
う

／
ひ
ん
」
で
３
音
節
、
拍
で
は
「
こ
／
っ
／
と
／
う
／
ひ
／
ん
」

で
６
拍

の
一
四
一
頁
の
表
を
参
照
）

三
音
節
と
拍
の
区
別
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三
○
年
近
く
前
、
大
学
に
勤
務
し
た
と
き
、
幼
稚
園
課
程
の
先
生
が

質
問
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
園
児
に
手
拍
子
を
使
い
言
葉
を
数

え
さ
せ
る
と
き
、
「
来
て
［
底
８
］
」
と
「
切
手
［
嵐
雰
の
］
」
や
「
猫

［
ロ
の
宮
］
」
と
「
根
っ
こ
［
旨
の
際
。
］
」
の
違
い
を
手
拍
子
で
は
う
ま
く

認
識
さ
せ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
質
問
で

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
音
節
（
シ
ラ
ブ
ル
）
と
拍
（
モ
ー
ラ
）
の
違
い
を

書
も
「
音
声
」
と
「
拍
」
を
明
確
に
分
け
一

な
い
。
こ
の
点
は
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
回
、
三
年
生
の
教
育
実
習
を
見
に
行
っ
て
、
こ
の
音
声
関
連
の
授

業
を
観
察
し
た
。
日
本
語
学
で
教
え
て
い
る
の
と
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
の
と
で
違
い
が
あ
り
、
急
逢
調
べ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
語

の
音
声
関
係
の
項
目
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
最
近
の
こ
と
の
よ
う
で

全
て
の
教
科
書
に
は
な
く
、
三
社
の
教
科
書
に
見
ら
れ
た
。
ど
の
教
科

書
も
「
音
声
」
と
「
拍
」
を
明
確
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は

③
音
楽
学
校
「
お
ん
が
く
が
つ
こ
う
」
は
、
音
節
で
は
「
お
ん

／
が
／
く
／
が
っ
／
こ
う
」
で
５
音
節
、
拍
で
は
「
お
／
ん
／

が
／
く
／
が
／
っ
／
こ
／
う
」
で
８
拍

の
よ
う
に
な
る
。
特
殊
音
素
（
も
し
く
は
特
殊
拍
）
が
絡
む
と
、
音
節
数

と
拍
数
は
違
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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考
文
献

佐
伯
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夫
・
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編
「
国
語
概
説
」
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
初
版
）

工
藤
浩
他
著
「
改
訂
版
日
本
語
要
説
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
○
○
九
年
）

説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。

方
言
の
世
界
で
も
地
域
に
よ
っ
て
は
、
擬
音
、
促
音
、
長
音
を
一
拍

分
に
数
え
な
い
地
域
が
あ
り
、
こ
れ
を
シ
ラ
ビ
ー
ム
方
言
と
呼
ん
で
い

る
。
九
州
で
は
鹿
児
島
方
言
に
こ
の
傾
向
が
あ
る
。
も
と
も
と
日
本
語

に
は
特
殊
音
素
（
特
殊
拍
）
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

擬
音
の
「
ン
」
、
促
音
の
小
さ
い
「
シ
」
、
長
音
（
引
き
音
）
の
「
－
」

を
取
り
入
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
発
声
の
仕
方
や
表
記
の
仕
方
な
ど
に

特
殊
音
素
は
捉
え
に
く
い
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
日
本
人
自
体
が
長
い

年
月
を
か
け
て
こ
の
特
殊
音
素
（
特
殊
拍
）
を
日
本
語
の
中
に
取
り
入

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

日
本
語
に
付
い
て
の
知
見
を
教
科
書
に
取
り
入
れ
て
い
く
試
み
は
歓

迎
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
歴
史
と
日
本
語
の
理
論

を
わ
か
り
や
す
く
教
科
書
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
、

教
科
書
の
記
述
の
正
確
さ
と
学
校
現
場
で
の
工
夫
を
期
待
し
た
い
。

（
ほ
り
は
た
・
ま
さ
お
み
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
、
昭
和
弱
年
度

卒
）
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